
Artificial
Intelligence
Seminar

⽊11/20 〜⽊

期
 
間

定
 
員

知識ゼロから始める、DX時代の必須スキル
   と

連携した実践型講座

QRコードから
お申込み下さい

25,000
ビジネスにおけるAI活⽤に関⼼のあるすべての⽅(企画・
マーケティング職、営業・営業企画職、経営企画・事業
開発担当者、⼈事・総務などの管理部⾨、部下の育成や
業務改善を担う管理職やマネージャー層の⽅)など

受
講
料 円 ＼こんな方におススメです／

12/18 
会
 
場

2025. (全5回) 

リファレンス駅東ビル会議室
〒812-0013�福岡市博多区博多駅東1-16-14(JR博多駅筑紫⼝より徒歩約4分)
※会場へのアクセスは裏⾯をご参照下さい

名30

⽣成AIは、仕事の効率化やアイデア創出をサポートする強⼒なツールです。

本講座では、AIを使って業務をラクに、速く進めるための活⽤⽅法を初⼼者向け

にわかりやすく解説（体験）します。

AIが初めての⽅でも安⼼してご参加ください。あなたの仕事の可能性を広げる

第⼀歩を踏み出しましょう！

⽣成AIを活⽤して、仕事の⽣産性をグンと上げませんか？

明⽇から使える明⽇から使える明⽇から使える
ビジネスへのAI活⽤�基礎講座ビジネスへのAI活⽤�基礎講座ビジネスへのAI活⽤�基礎講座

お申し込み・お問合せはこちら

九州産業大学　リカレント・リスキリング教育推進事業

後援

九州産業⼤学 ⼤学改⾰推進本部
教育企画推進室（リカレント・リスキリング教育担当）

092-673-5178/5264 edu-office@ml.kyusan-u.ac.jp

お申込み期間

9/22(⽉)〜10/24(⾦)迄

Wi-Fiが利⽤可能なPCを各⾃ご持参下さい

受付前



⽊11/20 16:00-17:30

リファレンス駅東ビル
会議室Ｈ-1(3階)

AIがなぜ今注目されているのか、今後のビジネスでAIを使いこなす人材がなぜ重要なのか、その背景と全
体像を掴む。さらに、AI・機械学習・ディープラーニングといった基本用語の違いを分かりやすく解説
し、国内外の様々な業界(製造、金融、小売、医療など)における具体的な活用事例を紹介することで、自
社ビジネスへの応用のヒントを探る。

AIの全体像を掴む -「知る」から「使いこなす」への第一歩

AIの中核技術である「機械学習」の仕組みを、身近な例を用いて直感的に理解する。
「教師あり学習」「教師なし学習」といった基本的な考え方や、AIの性能を左右する「データ」の重要性
を学ぶ。さらに、AI開発で広く使われるPythonにも触れ、「プログラミング」のイメージを体感する。

AIはどのように「学ぶ」のか？
⽊11/27 16:00-17:30

リファレンス駅東ビル
会議室Ｈ-1(3階)

-

機械学習の仕組みとデータの重要性

学んだ知識を「実践」に繋げるための思考法と、具体的なツール活用法を学ぶ。自身の業務の中からAIで
効率化できることや、新たな価値を生み出すヒントを見つける方法を学ぶ。さらに、話題の生成AIを使
い、ビジネス文書作成やアイデア出しなど日々の業務を効率化するテクニックを、明日からすぐに使える
プロンプトと共にワークショップ形式で体感する。

明日から始めるAI活用⽊12/04 16:00-17:30

リファレンス駅東ビル
会議室Ｔ(2階）

-

実践的な思考法と生成AIワークショップ

想像よりも早く生成AIは進化し、着実に生活へと浸透し始めている。特に生成AIの分野は単に「便利」と
いう枠を超えて、人類の「創造」とはなんだろう、という根源的な問いに迫る勢いで進化している。
この講義では実際に生成AIを使う方法と応用方法(画像生成・音声生成など)について学び、生成AIを実感
することをゴールとする。

AI活用のステップアップ⽊12/11 16:00-17:30

リファレンス駅東ビル
会議室Ｔ(2階）

-

応用的な活用方法の体験

第4回の講義を通した様々な気付きとして、受講生が生成した成果物及びその経験を通じて、私達が今後
どのように生成AIと向き合っていくべきかを、ディスカッションによって導く。

生成AIを使って何が分かるか⽊12/18 16:00-17:30

リファレンス駅東ビル
会議室Ｔ(2階）

-

活用を通した課題や利便性の考察

講師

講義内容
● AI、機械学習などの基本用語を、自身の言葉で他者に分かりやすく説明できるようになる。
● 様々な業界の成功事例から、自社の課題解決にAIをどう活かせるか、具体的なアイデアを立案できる。
● 生成AIを活用し、日々の業務（資料作成、企画の壁打ち、情報収集など）を効率化する具体的なスキルを習得できる。

佐伯　和広
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九州産業大学
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写真・映像メディア学科
教授
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